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Current status and issues of support provided by yogo teachers for 
children with attachment problems

要旨
　本研究では、愛着に問題をもつ子どもに対して養護教諭が行う支援の現状と課題を明らかにすること

を目的とした。A市の小・中学校に勤務する養護教諭８名を対象として半構造化面接を行い、質的統合

法（KJ法）を用いて分析した。分析の結果、愛着に問題をもつ子どもに対して養護教諭が行う支援の現

状と課題について、【愛着に問題をもつ子どもの支援の困難さ】【養護教諭の迷いや葛藤】【子どもが前向

きになれるような支援】【要としての母親支援】【専門家や外部機関との連携】の６つのシンボルマーク

からなる空間配置が示された。愛着に問題をもつ子どもの支援において、養護教諭の強みを生かしながら、

適切なところにつなぎ連携し、支援を広げていた。

キーワード
　愛着、保健室、養護教諭

Abstract
　This study aimed at clarifying the actual status and the problems of support given by yogo teachers to children 

who have problems about attachment. I conducted semistructured interviews targeting at eight yogo teachers 

working at elementary and junior high school in A City and analyzed them by use of Qualitative Synthesis 

Method (KJ Method). As a result of the analysis, configuration in space composed of six symbol marks [Difficulty 

of supporting children who have problems about attachment] [Bewilderment and conflict of yogo teachers] 

[Support making children positive] [Support to mothers as a core] [Linkage with experts and external institutions] 

was shown. Regarding support to children who have problems about attachment, the support was expanded by 

contacting to appropriate places and working together while taking advantage of the strength of yogo teachers.
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Ⅰ　はじめに

　現代の教育現場では、子どもの問題行動や
子どもとの関わりに困り感を抱いている教師
や、従来通りの指導が通らない子どもが増え
ているという実感のある教師が増えているこ
とが指摘されている1）。教育現場では、その
ような子どもの問題行動があった場合、すぐ
に発達障害を疑う傾向がある。しかし、学校
などで問題が起きているケースの背景を見て
いくと、子どもの発達の問題が中心というケ
ースはむしろ稀で、大部分は養育環境に様々
な困難を抱えており、愛着障害が疑われるケ
ースも少なくない2）。また、対人的社会的能
力に欠落を抱え、発達障害様の行動を見せる
愛着に問題のある子どもは、発達障害との鑑
別が難しく、本来は、愛着上の課題が問題の
背景要因であるにもかかわらず発達障害の問
題として扱われ、結果として支援や介入の効
果が見られないケースもあることが指摘され
ている3）。さらに、岡田は、ADHD等の攻撃
的行動や非行行動、虚言や困らせ行動を押さ
えつけられることが、愛着の問題につながる
ケースもあるとしている2）。現在、愛着の問
題が教育現場で複雑化しているのは、このよ
うな愛着障害と発達障害との混同である。そ
のため、近年の子どもたちの心身の健康問題
や問題行動への支援について、その問題行動
の背景に「愛着の問題」という概念も視野に
入れ、考えていくことが必要とされてきてい
る。
　「愛着」とは、「特定の人と結ぶ情緒的なこ
ころの絆」と定義4）され、この絆が育ってい
ない問題が、愛着の問題とされる。そして、
乳幼児期に両親や養育者の間に愛着が形成さ
れず、信頼関係が築かれなかった場合、乳児
期・幼児期でのつまずきや欲求不満が学童段
階まで残り、子どもの心身の発達に影響を及
ぼすだけでなく、将来の人間関係にまでこれ
を及ぼす可能性が示唆されている5）。乳幼児

期に愛着の形成がされなかった子どもたちは、
就学時から問題行動が見られ、思春期の家族
外へと対象が動く時期では更に乳幼児期の愛
着形成が大きな意義をもつ。
　今吉らは、教室より保健室に強く「居場所」
機能を感じている生徒の場合、学校適応に何
らかの問題を抱えている可能性を示唆してお
り6)、学校適応に問題を抱える子どもにとって、
保健室は「居場所」となっていることがうか
がえる。また、田中らは、学校における生徒
の保健室来室行動をアタッチメントの機能の
観点から捉え、保健室に来室する生徒にとっ
て、保健室は「近接性の維持」「安全な避難
場所」として機能し、養護教諭は児童生徒に
とって「利用可能なアタッチメント対象」で
あるとしている7）。愛着に問題を抱え、学校
適応に対してもなんらかの問題を抱える子ど
もにとって、保健室は「安全基地」であり養
護教諭はアタッチメントの対象となると考え
られる。しかし、保健室等の個別支援の部屋
が、そこにいれば安全・安心であるが、そこ
から出ることができない「安全避難基地」に
なってしまうと、愛着形成や修復につながら
ない4）。愛着に問題をもつ子どもたちが教育
現場に増えている現在、愛着に問題をもつ子
どもたちの愛着の対象となり得る養護教諭が
行う支援について検討することが重要である。
そこで、本研究では、愛着に問題をもつ子ど
もに対して養護教諭が行う支援の現状と課題
について明らかにすることを目的とする。

Ⅱ　方法

１．調査依頼
　A市の小中学校に勤務している養護教諭と
その学校長あてに、研究の依頼書（学校長宛・
養護教諭宛）・同意書・同意撤回書・研究協
力の承諾書・個人情報等の取り扱いに関して・
愛着に問題があると思われる行動チェックリ
スト4）・インタビューガイドを送付し、依頼した。
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２ ．対象者
　愛着に問題があると思われる行動チェック
リスト4）を参考に、愛着に問題をもつ子ども
への支援経験があり、面接調査への協力の同
意を得たA市の小中学校に勤務している養護
教諭８名である。

３．調査方法
　2020年９月から2021年３月に各対象者に個
別で半構造化面接を行った。面接内容は、①
基本的属性、②愛着に問題をもつ子どもの事
例、③愛着に問題をもつ子どもへの支援の内
容、④愛着に問題をもつ子どもへの想い、⑤
愛着に問題をもつ子どもへの支援についての
考えの５項目をインタビュー内容とし、１時
間程度で行った。

４．分析方法
　個別にインタビューを行って得たデータは、
質的統合法（KJ法）を用いて分析を行った。
質的統合法は、バラバラな断片情報から論理
的整合性を持った統一体として全体像を表す
ことができる、質的データを統合するための
方法である8）。養護教諭の支援を構造的にと
らえるためには、質的統合法（KJ法）を用
いることが適切であると考え、本研究のテー
マに沿って質的統合法（KJ法）による分析
を行った。
１）分析の手順
　多段ピックアップ法で精選した元ラベルを
ラベルの文章全体で訴える意味の類似性に着
目して「グループ編成」を繰り返し行った。
その後、最終ラベルの関係性に着目し、テー
マに対する関係性を探り、その構造を視覚化
して「図解化」し、「事柄：エッセンス」と
してシンボリックに表現した「シンボルマー
ク」をつけ、空間配置を示した。シンボルマ
ークのみで構造化した「シンボルモデル図」、
集約されたラベルのみで構造化した「見取図」、
「元ラベル」から全体像に至る内部構造を詳

細に表した「細部図」をそれぞれ作成した。
２）分析の信頼性・妥当性の確保
　質的統合法(KJ法)研修会への参加後、データ
分析を行った。データ分析は、研究者が行ったが、
分析の過程において適宜、質的統合法(KJ法)に
精通した教員からスーパーバイズを受け、内容
の信頼性と妥当性の確保に努めた。

５．倫理的配慮
　本研究は、所属研究科倫理審査委員会（承
認番号201908号)より承諾を得て実施した。
対象者に研究の目的、方法、面接中や面接終
了後も協力中止の申し出が可能であること、
得られた結果の公表方法等について文書と口
頭で説明し同意を得た。またデータはコード
化し個人が特定できないようにした。

Ⅲ　結果

１ ．対象者の概要
　対象者は、小学校養護教諭７名、中学校養
護教諭１名であり、経験年数は４～21年、平
均13年であった。面接時間は、最短51分～最
大81分の平均62分だった（表１）。８名の全ラ
ベルの合計枚数は824枚（一人当たり78～164
枚で平均枚数は103枚）であり、５段階の多
段ピックアップ法により、当分析では、（A）
から21枚、（B）から27枚、（C）から12枚、（D）
から16枚、（E）から26枚、（F）から18枚、（G）
から10枚、（H）から35枚で、合計165枚の元
ラベルとなった。

２ ．分析の結果
　165枚を元ラベルとしてグループ編成を10
段階まで分析を行った結果、６つのシンボル
マークが抽出された。図１は、分析の見取図
である。シンボルマークに関係記号の添え言
葉を加えてストーリー化し、浮かび上がった
全体像を結果文にして叙述した。なお、シン
ボルマークの事柄は【　】、エッセンスは[　]、



表１ 対象者の概要 

対象者 性別 学校種 経験年数 面接時間 

(A) 女 小学校 ２１ ６７分 

(B) 女 小学校 ９ ８１分 

(C) 女 小学校 １４ ５７分 

(D) 女 中学校 ８ ５９分 

(E) 女 小学校 ４ ６１分 

(F) 女 小学校 １３ ５０分 

(G) 女 小学校 １６ ５１分 

(H) 女 小学校 １９ ７１分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ シンボルマークの元ラベル数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シンボルマーク】 
各養護教諭別 元ラベル数 

計 
（A） （B） （C） （D） （E） （F） （G） （H） 

【愛着に問題をもつ子どもの支援の困難さ】 １ ３ ２ １ ０ １ １ ６ １５ 

【養護教諭の迷いや葛藤】 １ １１ ２ ２ ３ ２ ３ ０ ２４ 

【コーディネーターとしての養護教諭】 １０ ８ ６ ６ ２０ ９ ４ １４ ７７ 

【子どもが前向きになれるような支援】 ０ ４ ２ ４ ３ １ ２ １０ ２６ 

【要としての母親支援】 ７ １ ０ ３ ０ ５ ０ ３ １９ 

【専門家や外部機関との連携】 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ４ 

合計数 ２１ ２７ １２ １６ ２６ １８ １０ ３５ １６５ 
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最終ラベルは<　>、元ラベルは「　」で表す。
　シンボルマークは、【愛着に問題をもつ子
どもの支援の困難さ】【養護教諭の迷いや葛
藤】【コーディネーターとしての養護教諭】

【子どもが前向きになれるような支援】【要と
しての母親支援】【専門家や外部機関との連
携】であった。また、当分析のデータとなっ
た(A) ～ (H)のラベルがどのシンボルマーク
の元になったのかという関係を表２に示した。

１ ）シンボルマークについて
（１ ）【愛着に問題をもつ子どもの支援の困難

さ】［見極めや将来を見据えた根本的支援
の難しさ］

　このシンボルマークの最終ラベルは、＜発
達障害との見極めが困難で主訴も曖昧である
ため、医療機関につなげにくく、むやみに愛
着や信頼関係を築くと子どもに喪失感が残り、
進学や社会的な自立に向けた支援がしにくい
＞であった。
　含まれる元ラベルの典型例は、「一つは、
原因が見つけにくいところ。愛着に課題があ
るのか、発達障害なのか、その見極めがとに
かく難しいですよね」（C氏）、「小さいとき
の愛着形成ができなかった人のこれからがす
ごーく心配･･･。」（A氏）、「発達障害とかと
違って、愛着に問題があるからちょっと受診
してみませんかっていう話にはならないので、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 愛着に問題をもつ子どもに対して養護教諭が行う支援の現状と課題（見取図

愛着に問題をもつ子どもの支援の困難さ：

見極めや将来を見据えた根本的支援の難しさ

コーディネーターとしての養護教諭：

子どもの違和感に気づき、養護教諭の強みを活かした校内連携

養護教諭の迷いや葛藤：

対応の迷いや限界がある中での混乱や無力感・孤独感

E005 教職員とともに児童相談所と共通理解したり、

中学校への引継ぎをしたり、気になる子を学校医に

情報を提供したりして、外部の機関へうまくつなぐこと

が大切である。

H005 発達障害との見極めが困難で、主訴も曖昧で

あるため、医療機関につなげにくく、むやみに愛着や

信頼関係を築くと子どもに喪失感が残り、進学や社会

的な自立に向けた支援がしにくい。

I003 乳幼児期の愛着形成において様々な問題があ

るため、親を支えることが支援の要であり、緊張感を

持ったり、依存とならないように距離感に気を付けた

りしながら、子どもにしてもらいたいことを伝えるなど、

母親への支援に努めた。

J002 子どもを受け入れる保健室にしたいが、寄り添

うことと背中を押すことの兼ね合いが難しく、対応にも

限界があり、子どもとの関係や校内連携がうまくいか

ないと混乱したり、無力感や孤独感が生じたりする。

J003 違和感などの気付きや関係づくり、情報収集に

養護教諭の強みがあり、相談や報告をしながら教職

員と連携し、前向きな支援ができるようなコーディネー

ター的役割を担う必要がある。
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やっぱり専門機関にはつなぎにくい。はっき
りとこれに困っているっていう主訴みたいな
のも何かおぼろだし･･･」（H氏）、「愛着を
一生懸命その子と築いても異動していなくな
ったら、喪失感をその子に与えるだけになっ
ちゃう気がして、･･･無力だし、自分も削ら
れるし、何もできなかったなって喪失感だけ
残るし」（B氏）であった。

（２ ）【養護教諭の迷いや葛藤】［対応の迷い
や限界がある中で生じる混乱や無力感・
孤独感］

　このシンボルマークの最終ラベルは、＜子
どもを受け入れる保健室にしたいが、寄り添
うことと背中を押すことの兼ね合いが難しく、
対応にも限界があり、子どもとの関係や校内
連携がうまくいかなかいと混乱したり、無力
感や孤独感が生じたりする＞であった。
　含まれるラベルの典型例は、「なんか悲し
くて。私、･･･なんかできることってこんな
少ないし、こんな形でもう卒業なんだって思
ったら、本当自分て無力だなって思って、本
当に悲しくて切なくて、帰った後にちょっと
泣いたよね」(C氏) 、「なんか、信頼関係を
この子と築くことがこの子の今後のためには
一番の近道だと思って信じてやってきたから、
全然そうじゃなかったって、気づいた時には
先が見えなくなって」(B氏)、「対象者のニー
ズは何とか把握しようとする。けど、保健室
のキャパもあって、そうなった時は他につな
ぎたいんだけど、精神的にも、時間的にも、
保健室には余裕がない」(E氏)、「校内はやっ
ぱり腫れ物に触れる感じだから、共感してく
れる人もいないし、本当に無力感と孤独感。
って感じだった」(B氏)であった。

（３ ）【コーディネーターとしての養護教諭】
［子どもの違和感に気づき、養護教諭の強
みを活かした校内連携］

　このシンボルマークの最終ラベルは、＜違

和感などの気づきや関係づくり、情報収集に
養護教諭の強みがあり、相談や報告をしなが
ら教職員と連携し、前向きな支援ができるよ
うなコーディネーター的役割を担う必要があ
る＞であった。
　含まれるラベルの典型例は、「最初は明る
く話しかけてくる子だったので、人懐っこい
子だなって思っていたんですけど、少しずつ
なんか違和感みたいのを感じ始めて。」（F
氏）、「（愛着に問題があるかの判断として）
会話もそうですし、その子のやっぱり生活習
慣的な面を見たりするときもそうですし、服
装とか、･･･あと体重の変化だとか、会話だ
けじゃないものが養護教諭って、いろんなデ
ータを持ってたりだとか、あるいは普通のけ
がのときとかだっても見れたりするわけじゃ
ないですか。そういうのはあるのかな。強み
としてあるのかなと」（G氏）、「いろいろ家
庭の状況とかが見えやすいですよね、やっぱ
り。なので、それを基に担任と一緒に家庭に
いろいろ支援をしたりだとか、専門機関にや
っぱりつなげたりだとか、そういったやっぱ
りコーディネーター的な役割はもう絶対だな
っていうのがあります」（H氏）、であった。

（４ ）【子どもが前向きになれるような支援】
［無理強いをせず、楽しさや心の和らぎ、
スキルアップにつながる働きかけ］

　このシンボルマークの最終ラベルは、＜保
健室が子どもと学校とをつなぎ止める役割を
果たし、無理強いをせず、楽しい思いや心の
和らぎ、スキルが得られるようにする、教職
員や母親から褒めてもらうなど、前向きにな
るような働きかけをした＞であった。
　含まれるラベルの典型例は、「保健室は教
室に行くためのワンクッションと思ってたん
ですけど、「行かない？」って言っても「も
う嫌だ。できない」になってきて。･･･無理
強いしたことも、でも、あんまりなかったな、
この子については、本当にやっぱり駄目そう
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だなっていうのがこっちも何か、養護の手応
えとして」（H氏)、「人との関わりとかは全
くシャットアウトじゃなくて、あいさつとか、
ちょっとこういうときはこうやってしゃべり
掛けるとちょっとほぐれるとか、そういった
のをこの保健室の少人数でも、ちょっとソー
シャルスキルとして学んでくれるといいかな
とは思ってました」(H氏）、「学校の中に、
･･･ほめほめチームっていうのを作って、特
支コーディネーターと生徒指導の先生と保健
室がそのメンバーで、悪いことももちろんし
ているんだけど、何とかいいところを見つけ
て、そこを存分に褒めていくっていうチーム
を組んでやっているかな」（D氏）、「あ、あ
とお母さんにも協力してもらったんだ。お母
さんは、わが子の非を認められないっていう
タイプだったんだけど、非を伝えるよりもな
んか学校の一日のがんばりを評価して、全部
〇がついた日はおうちでシールを貼ってくだ
さいって。それでシールが何枚溜まったらご
褒美っていうトークンシステムを作って。そ
のご褒美もお母さんとの２人の時間をつくる
ことが目的のご褒美で、だんだん、その子も
頑張ればお母さんとの時間ができるって学習
してったから（問題行動が）減ってったんだ
と思う」(B氏)であった。

（５ ）【要としての母親支援】［距離感への考
慮と、子ども対応への助言などによる支
え］

　このシンボルマークの最終ラベルは、＜乳
幼児期の愛着形成において様々な問題がある
ため、親を支えることが支援の要であり、緊
張感を持ったり、依存とならないように距離
感に気を付けたりしながら、子どもにしても
らいたいことを伝えるなど，母親への支援に
努めた＞であった。
　含まれるラベルの典型例は、「だから結局、
親を支えるしかないなあって。愛着だけなの
か分からないけど、親と子のセットでの支援

をがんばっています。」(A氏)、「だから、お
母さんにも「お母さんさ、今は抱っこできる
うちはいいんだよ。抱っこできなくなって大
きくなった時の事考えたら、今ちゃんとがん
ばるしかないよ」って説得して」（A氏）、「お
母さんとかに、どの程度関わっていいのかっ
ていうか、一歩踏み込むときは緊張感を持っ
ていましたね。この言葉でどう捉えられるん
だろうとか、それに、悩んでらっしゃるお母
さんだから、難しいなあって」(F氏) 、「そ
うなの。すごい危ない。･･･お母さんも困っ
たらここ（保健室）連れてくればいいみたい
な。けど、ブレブレで気持ちが不安定でくる
から、本当にこっちがやられちゃうって感じ
で」（A氏）であった。

（６ ）【専門家や外部機関との連携】［共通理
解や引継ぎに向けた、つなぎ役としての
養護教諭］

　このシンボルマークの最終ラベルは、＜教
職員とともに児童相談所と共通理解したり、
中学校への引継ぎをしたり、気になる子を学
校医に情報を提供したりして、外部の機関へ
うまくつなぐことが大切である＞であった。
　含まれるラベルの典型例は、「･･･児相と
管理職と生徒指導と担任と私とで共通理解し
ましょうってお互いの情報交換したんです」
(A氏)、「一番大事なのはやっぱり中学校へ
の引き継ぎだよねっていうので･･･」(H氏)

「どういうふうにするとうまく専門機関につ
ながるかなっていうのは。その経験を経て、
何か学校医さんとかにうまくやっぱりつない
でもらうのがいいかなって･･･。怪しいって
いう子は、やっぱりまず学校医のところに相
談に、必ず身体面も多少眠れないだの、食欲
ないだの、頭が痛いだのあるので、そこにつ
なげるときに、いや、実は、学校医に情報を
こう、全部こう流しておいて。」(H氏)であ
った。



新潟青陵学会誌　第15巻第１号　2022年３月62

２）全体像について
　結果文は、次のとおりである。
　【愛着に問題をもつ子どもの支援の困難さ】
には、＜見極めや将来を見据えた根本的支援
の難しさ＞がある。発達障害との見極めが困
難で主訴も曖昧であるため、医療機関につな
げにくく、むやみに愛着や信頼関係を築くと
子どもに喪失感が残り、進学や社会的な自立
に向けた支援がしにくい。一方で、【養護教
諭の迷いや葛藤】として＜対応の迷いや限界
がある中で生じる混乱や無力感・孤独感＞が
ある。子どもを受け入れる保健室にしたいが、
寄り添うことと背中を押すことの兼ね合いが
難しく、対応にも限界があり、子どもとの関
係や校内連携がうまくいかないと混乱したり、
無力感や孤独感が生じたりする。これらは、
悪循環サイクルをなしており、だからこそ、
＜子どもの違和感に気づき、養護教諭の強み
を活かした校内連携＞を担う【コーディネー
ターとしての養護教諭】の役割が重要である。
違和感などの気づきや関係づくり、情報収集
に養護教諭の強みがあり、相談や報告をしな
がら教職員と連携し、前向きな支援ができる
ようなコーディネーター的役割を担う必要が
ある。校内連携を基盤とし、養護教諭は、子
どもや母親への支援、専門家や外部機関との
連携をする。
　【子どもが前向きになれるような支援】と
して、＜無理強いをせず、楽しさや心の和ら
ぎ、スキルアップにつながる働きかけ＞をし
ていく。保健室が子どもと学校とをつなぎ止
める役割を果たし、無理強いをせず、楽しい
思いや心の和らぎ、スキルが得られるように
する、教職員や母親から褒めてもらうなど、
前向きになるような働きかけをする。子ども
支援と相俟って、【要としての母親支援】で、
＜距離感への考慮と、子ども対応への助言な
どによる支え＞を行っていく。乳幼児期の愛
着形成において様々な問題があるため、親を
支えることが支援の要であり、緊張感を持っ

たり、依存とならないように距離感に気を付
けたりしながら、子どもにしてもらいたいこ
とを伝えるなど、母親への支援に努める。
　【専門家や外部機関との連携】において、
＜共通理解や引継ぎに向けた、つなぎ役とし
ての養護教諭＞の果たす役割は大きい。教職
員とともに児童相談所と共通理解したり、中
学校への引継ぎをしたり、気になる子を学校
医に情報を提供したりして、外部の機関へう
まくつなぐことが大切である。【専門家や外
部機関との連携】のその結果、さらなる子ど
もと母親への支援にもつながる。そして、

【愛着に問題をもつ子どもの支援の困難さ】
故に、だからこそ、【要としての母親支援】
が欠かせない。また、【養護教諭の迷いや葛
藤】故に、だからこそ、校内連携だけでなく、

【専門家・外部機関との連携】が必要となっ
ていく。

Ⅳ　考察

１ ．【愛着に問題をもつ子どもの支援の困難
さ】と【養護教諭の迷いや葛藤】

　養護教諭は【愛着に問題を持つ子どもの支
援の困難さ】と【養護教諭の迷いや葛藤】を
感じながら、支援をしていた。
　【愛着に問題をもつ子どもの支援の困難さ】
には、発達障害との見極めが困難であり、支
援や対象児童との関係づくりに難しさがあっ
た。発達障害様の行動を見せる愛着に問題の
ある子どもは、本来は、愛着上の課題が問題
の背景要因であるにもかかわらず発達障害の
問題として扱われ、結果として支援や介入の
効果が見られないケースもある3）。愛着に問
題をもつ子どもと発達障害を抱える子どもと
同じような言動があっても、その背景や原因
が異なれば、適切な支援方法もそれぞれ異な
る。そのため、子どものもつ問題の背景を正
しく理解することが、支援をしていく上で重
要となる。また、愛着に問題を持つ子どもと
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の関係づくりでは、養護教諭は［その子とず
っとかかわれるわけでもないので、むやみに
子どもと愛着や信頼関係を築いてしまうと、
子どもも養護教諭も喪失感が残り、支援が難
しい］といった思いを抱えていた。養護教諭
は生徒のヘルスカウンセリングで、疲弊して
いる様子があり、愛着に問題を持つ子どもへ
のかかわりや支援に困難感を抱えていること
が明らかになっている7）。養護教諭自身が愛
着基地になり得ないことや、むやみに愛着に
問題をもつ子どもとの信頼関係を築くことで、
養護教諭は喪失感や負担感をもっていること
から、愛着に問題をもつ子どもと養護教諭の
関係性を意識しながら、支援を行っていく必
要がある。さらに、学校で愛着に問題をもつ
子どもへの支援に介入した際、愛着の問題、
愛着障害についての誤解や偏見、タブー視も
多く、正しく愛着の問題を理解した子どもへ
のかかわりが行われていない場合が多い4）。
愛着に問題をもつ子どもへ適切な支援をする
には、正しく愛着の問題についての知識を身
につけ、対象児童とのかかわり方について理
解する必要がある。しかし、学校現場では発
達障害に比べて愛着に問題をもつ子どもに関
する知識や共通理解する場は少ない。全ての
教職員が正しく愛着障害を理解するための研
修の充実が求められる。
　また、保健室で支援を行う【養護教諭の迷
いや葛藤】についても明らかになった。養護
教諭は、子どもの想いに寄り添い受け入れる
とともにその子の将来も意識し、養護教諭や
保健室を基地としないよう、背中を押すこと
を意識的に行っていたが、その兼ね合いの難
しさで迷いを抱えている。さらに、愛着に問
題がある子どもに対し、丁寧に対応したいと
いう思いと他の子どもたちへの対応との兼ね
合いや多くの仕事を抱え思うように支援でき
ないという葛藤、他の職員から保健室と愛着
に問題をもつ子どもとのかかわりが理解され
ないことに対する葛藤なども抱えながら支援

を行っていた。愛着に問題のあるこどもに単
にかかわるだけでは、支援は成功せず、かか
わったことが子どもにどう受けとめられたの
か、そこからどのような感情が生じ、愛情と
して感じられたか把握することが必要である。
そして、その感じた感情・愛情をしっかり貯
めて、以後も持続的行動のエネルギーとして
使える状態にあるかどうかを意識した支援が
必要とされている9）。養護教諭は、保健室に
来室する他の児童対応もある中で、愛着に問
題をもつ子どもに丁寧に時間をかけかかわり、
そのかかわりをどのように受け止めたのか見
取りも行いながら支援をすることに限度があ
ると感じている。また、養護教諭が生徒との
関係性においては充分に役割を果たしている
にもかかわらず、教員組織の中で養護教諭の
専門性に関する理解が充分得られていない
7）など、愛着に問題をもつ子どもの支援に
ついて職員から理解が得られず、心理的負担
を感じていることもある。愛着に問題をもつ
子どもの支援では、かかわる人それぞれの想
いだけで、勝手に支援をすることなく、支援
計画を作成し、関係職員の共通認識の下で支
援をすることが必要である。

２ ．【コーディネーターとしての養護教諭】
　養護教諭は、愛着に問題を持つ子どもに対
し、日頃からのかかわりや関係作りを大切に
しながら、子どものちょっとした違和感に気
づき、多様な情報を収集できるという強みを
活かし、教職員と連携し、前向きな支援がで
きるようコーディネーター的役割を担い支援
をしていた。
　養護教諭は、児童生徒の身体的不調の背景
に、いじめや不登校、虐待などの問題が関わ
っていること等のサインにいち早く気付くこ
とができる立場である10）。日頃の何気ないか
かわりの中で、愛着に問題があるかもしれな
いというアンテナを張ることで、心身の不調
の背景にあるサインを見逃さず支援につなげ
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ていた。さらに、子どもが保健室に来室した
時に睡眠時間や食事内容などの生活習慣につ
いて情報収集をしたり、健康診断によって体
重の増減や身長の伸びについて情報を得るこ
とができたり、養護教諭だからこそ得ること
ができる様々なデータを活用しながら、子ど
もが抱える問題の本質を的確にとらえ、支援
につなげていくことが養護教諭には求められ
る。このような養護教諭の強みを活かしなが
ら、愛着に問題をもつ子どもの支援をしてい
た。また、愛着に問題をもつ子どもにとって
［いろいろな人とかかわることが大事であり、
担任との連携では限界があるため、特別支援
や生活指導、級外などの教職員から保健室で
その子にかかわってもらったり、管理職が祖
父や母親との仲介役を担ってもらったりと、
それぞれの立場でできることを連携すること
で、前向きな支援ができる］ため、養護教諭
だけが支援を担いすぎることはせず、支援が
できる様々な人をつなぐ役割を担っていた。
子どもの現代的な健康課題の対応に当たり、
養護教諭はコーディネーターの役割を担う必
要がある11）。支援者それぞれの役割の特性を
生かし、調和させ、それぞれが効果的に愛着
に問題のある子どもへの支援ができるように
工夫し、養護教諭は愛着に問題を持つ子ども
への支援に際して、コーディネーターの役割
を果たしていた。
　ただ、このような支援をする中で、支援の
方向性が一致しなかったり、養護教諭の想い
が尊重されなかったりすることでストレスを
感じる場面もあった。だからこそ、養護教諭
は、子どもと日頃のかかわりの中で、子ども
のちょっとした違和感を見逃さず、多様な情
報をもつ養護教諭の強みを活かしながら、コ
ーディネーター的役割を担い、関係職員と連
携を意識的に図っていた。そして、養護教諭
のみが愛着に問題をもつ子どもの支援を担う
ことはせず、支援者が増えることで前向きな
支援の一歩へとつながる。

３ ．【子どもが前向きになれる支援】
　愛着障害を有する子どもは、幼児期には比
較的軽度だった行動上の問題が、児童が就学
した後の１～２年間により深刻なものになる
ことが指摘されている11）。さらに、乳幼児期
までに甘えの関係がうまく形成されないがゆ
えに、子どもの心身の発達に深刻な影響が生
じ、最近の学童期の難しさが生じている12）。
このように、学童期・思春期には、愛着に問
題がある子どもの問題行動が顕在化、深刻化
しやすい。そのような愛着に問題をもつ子ど
もにとって、保健室が居場所の一つとなるよ
うに、養護教諭は、保健室で受け止められる
ような工夫をし、子どもの気持ちに寄り添っ
た支援ができるよう努めていた。「安全基地」
「安心基地」機能があれば、「こうすればこ
うなる」「こうしたらこんなことができた」
という成功体験を支え、「自分はこれができ
る」という自己効力感をはぐくみ、一人でで
きたことを報告し認められるという「探索基
地」がその意欲を向上させる。しかし、愛着
の問題を抱える子どもはこうした基地機能が
働かないため、自己評価が低い9）。そこで、
養護教諭は、自己評価が低くなっている愛着
に問題をもつ子どもの支援で、保健室という
小集団の場でソーシャルスキルを意図的に学
ばせ、愛着に問題をもつ子どもの気持ちが前
向きに向くような支援を行っていた。これら
の働きかけにより、愛着に問題をもつ子ども
にとって、保健室は安心できる居場所の一つ
となり、養護教諭は【コーディネーターとし
ての養護教諭】を基盤に、愛着に問題をもつ
子どもへ【子どもが前向きになれる支援】を
し、愛着に問題をもつ子どもと学校とをつな
ぎ止める役割を果たしながら、気持ちを高め
るための支援をおこなっていた。

４ ．【要としての母親支援】
　愛着に問題を持つ子どもへの支援では、母
親への支援が要となる。【愛着に問題をもつ



愛着に問題をもつ子どもに対して養護教諭が行う支援の現状と課題

65

子どもの支援の困難さ】があるが故に、だか
らこそ、母親の支援を要として行うことで、
母親と連携をしながら愛着に問題をもつ子ど
もの支援につなげていくことが意図されてい
る。
　田邊らは、子どもの問題ばかりに目を向け
るのではなく、母親自身が自己の問題に気付
き、自分自身を見つめ直す機会を持つことで、
子どもとの関係性を安定したものにし、子ど
もの問題が緩和されていくものとしている。
また、子どもに関わる者として、子どもにだ
けのサポートではなく、母親の持つ悩みや葛
藤に共感し、母親の自己を振り返る、内省的
自己へのサポートがいかに重要であるか認識
しておく必要があると指摘している13）。さら
に、母親の養育システムを適切に機能させる
ことが、子どもの愛着システムに適切に対応
できることに繋がり、結果的に母親と子ども
の二者の関係「愛着– 養育プログラム」が適
切になされることに繋がるとの指摘もある14）。
教室に行けず登校をしぶっている子どもは、
母親と一緒に保健室に登校することも多く、
必然的に養護教諭と母親とのかかわりが始ま
る。そこで、母親にとって、担任とは異なる
近い関係性である養護教諭は、子ども支援だ
けでなく母親支援にも意識を置き、母親と他
愛もない話をしたり、母親自身の悩みを聞い
たりしながら関係づくりをし、支援につなげ
ていた。さらに、時には、母親から子どもに
対してしてほしいことを伝えることもし、適
切な養育ができるような支援を行っていた。
しかし、保護者・親は、家でのこと、自分の
子育てについて他者から指摘されたくないと
いう「自己防衛」の気持ちが生じやすく9）、
母親支援は、養護教諭にとって負担が大きい
ものであった。さらに、［保健室や養護教諭
が依存の対象になると、子どもや保護者は気
持ちが不安定な状態でかかわりを求めてくる
ため、精神的負担が大きい］という実態もあ
る。母親支援は愛着に問題をもつ子どもの支

援の要となるが、養護教諭の言動が母親にど
う捉えられてしまうか不安や緊張を感じなが
ら支援を行ったり、養護教諭が母親の依存対
象にならないよう距離感に気を付けたりしな
がらかかわり支援をしなければいけない。そ
こで、【コーディネーターとしての養護教諭】
を活かし、基盤にし、【専門家や外部機関と
の連携】をしながら支援を行っていくことが
必要となっていく。

５ ．【専門家や外部機関との連携】
　養護教諭は、愛着に問題をもつ子どもを児
童相談所につなげ教職員とともに情報交換で
共通理解をしたり、中学校への引継ぎをした
り、気になる子どもを学校医に情報提供した
りして、外部の機関へつなぐことを大切にし
ていた。愛着に問題のある子ども支援におい
て、そうした愛着上の課題を産む養育環境へ
の介入は欠かすことができない15）。しかし、
虐待や不適切な養育にある家庭への支援は、
「専門家の判断では援助の必要がある」が「当
事者が利用を希望しない」介入領域にあたり、
学校現場や福祉現場では、最も援助が必要と
思われる家族が最も援助に否定的・防衛的で
あることが少なくない16）。【要となる母親支
援】を行っているものの、学校が養育環境や
家庭環境への介入を行うのは難しいと考える。
そのため、学校でできること、専門機関でで
きることを見極め、適切なところにつなぎ、
連携していく必要がある。また、支援が途切
れないよう、小学校から中学校への引継ぎも
行われていた。愛着に問題をもつ子どもの支
援は、同じ環境で同じ支援者がし続けること
はできない。子どもが進学し、環境や支援者
が変わっても、支援をスムーズに継続的にし
続けられるよう、確実な引継ぎを行うことは
必要不可欠となる。
　【専門家や外部機関との連携】は、【要とし
ての母親支援】や【子どもが前向きになれる
ような支援】にも、大きく影響している。ま
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た、愛着に問題をもつ子どもの支援の課題に
ある【養護教諭の迷いや葛藤】があるからこ
そ、重要にもなる。養護教諭だけで支援を担
うことはせず、その子の将来を見据え、児童
相談所や進学先である中学校と密に情報を共
有し、継続的な支援をしていくことが重要で
ある。

Ⅴ　結論

　愛着に問題をもつ子どもにかかわりがある
養護教諭を対象に、支援の現状と課題につい
て半構造化面接調査を行い、質的統合法

（KJ法）で分析したその結果、以下のことが
明らかになった。
　愛着に問題をもつ子どもへの支援の課題の
要素として、【愛着に問題をもつ子どもの支
援の困難さ：見極めや将来を見据えた根本的
支援の難しさ】と【養護教諭の迷いや葛藤：
対応の迷いや限界がある中での混乱や無力
感・孤独感】のシンボルマークが示された。
具体的な支援としては、【コーディネーター
としての養護教諭：子どもの違和感に気づき、
養護教諭の強みを活かした校内連携】【子ど
もが前向きになれるような支援：無理強いせ
ず、楽しさや心の和らぎ、スキルアップにつ
ながる働きかけ】【要としての母親支援：距
離感への考慮と、子ども対応への助言などに
よる支え】【専門家や外部機関との連携：共
通理解や引継ぎに向けた、つなぎ役としての
養護教諭】のシンボルマークが示された。こ
れら、６つの要素により構成されていること
が示唆された。
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